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仏
教
婦
人
会
連
盟
・寺
院
女
性
会
連
盟
合
同
研
修
会 

『
恵
信
尼
さ
ま
に
学
ぶ
～
親
鸞
さ
ま
と
恵
信
尼
さ
ま
～
』 

日  

時  

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
日
（
金
）
七
時
三
十
分
～
十
八
時
三
十
分 

会  

場  

国
府
別
院
・上
越
水
族
館
・恵
信
尼
公
廟
所
（
参
加
者
二
十
五
名
） 

寺
院
女
性
会
連
盟
副
会
長 

新
潟
組 

円
満
寺 

川
井 

郁
予  

 

国
府
別
院
へ
の
参
拝
は
、二
十
年
近
く
前
に
中
央
仏
教
学
院
の
研
究
科
研
修
旅
行
で

行
っ
た
以
来
で
し
た
。バ
ス
で
の
旅
行
、想
像
し
て
い
た
よ
り
は
国
府
は
遠
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

ま
ず
初
め
に
国
府
別
院
を
参
拝
。二
十
年
前
と
比
べ
、本
堂
も
寺
務
所
も
奇
麗
に
な

っ
て
お
り
、初
め
て
行
っ
た
よ
う
な
感
覚
が
し
ま
し
た
。国
府
別
院
の
成
り
立
ち
や
歴

史
な
ど
、職
員
さ
ん
か
ら
詳
し
く
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

国
府
別
院
参
拝
後
、親
鸞
聖
人
上
陸
の
地
、居
田
ヶ
浜
に
立
ち
寄
り
、片
葉
の
葦
を

見
て
環
境
に
合
わ
せ
育
っ
て
行
く
植
物
の
生
命
力
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

次
に
向
か
っ
た
の
は
上
越
水
族
館
う
み
が
た
り
。海
続
き
の
水
族
館
で
、か
わ
い
い
シ

ロ
イ
ル
カ
や
足
元
ま
で
寄
っ
て
く
る
ペ
ン
ギ
ン
、迫
力
の
あ
る
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
見
学
し

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
水
族
館
で
昼
食
を
取
り
、最
後
に
恵
信
尼
公
廟
所
と
恵
信
尼
さ
ま
会
館
、ゑ

し
ん
の
里
記
念
館
を
訪
れ
ま
し
た
。恵
信
尼
廟
所
も
二
十
年
前
と
す
っ
か
り
変
わ
っ
て

奇
麗
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、懐
か
し
い
よ
う
な
新
鮮
な
よ
う
な
気
持
ち
で
お
参
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
合
同
研
修
は
同
じ
県
内
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
時
間
に
余
裕
が
あ
り
、ま
た 

          

鸞
親
鸞
聖
人
と
恵
信
尼
さ
ま
に
つ
い
て
改
め
て
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ご
参
加
の
仏
教
婦
人
会
員
の
皆
さ
ん
も
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。 

 

時
期
と
し
て
は
秋
の
お
彼
岸
の
入
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、寺
院
女
性
会
の
会

員
さ
ん
の
参
加
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

次
年
度
以
降
、開
催
時
期
も
考

え
て
、多
く
の
方
々
と
楽
し
く
学
ん
で
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

仏
教
婦
人
会
連
盟
研
修
総
会 

日 

時  

二
〇
一
九
年
五
月
三
十
日
（
木
）
十
時
～
十
五
時
十
分 

会 

場  

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
百
七
名
） 

テ
ー
マ  

『
仏
教
婦
人
会
綱
領
に
つ
い
て
』 

講 

師  

三
宮 

亨
信
さ
ん
（
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
講
師
） 

仏
教
婦
人
会
連
盟
委
員
・与
板
組
光
源
寺 

黒
川 

朝
子  

 
総
会
で
は
二
〇
一
八
年
度
の
事
業
・決
算
報
告
と
二
〇
一
九
年
度
の
事
業
計
画
案
・

予
算
案
を
説
明
後
、質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。質
疑
の
中
で
、新
し
い
仏
教
婦
人

会
綱
領
の
読
み
方
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、最
初
の
一
文
を
代
表
の
方
が
読
み
、

「
一
つ
」
、「
一
つ
」
、「
お
聴
聞
を
大
切
に
い
た
し
ま
す
」
、「
お
聴
聞
を
大
切
に
い
た
し

ま
す
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、代
表
の
方
の
後
に
続
い
て
一
つ
ず
つ
唱
和
し
て
い
く
こ
と
を 

確
認
し
ま
し
た
。総
会
終
了
後
、ダ
ー
ナ
募
金
活
動
・昼
食
を
取
り
、午
後
か
ら
は
研

 

さ
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修
会
で
し
た
。 

 
研
修
の
テ
ー
マ
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
仏
教
婦
人
会
綱
領
に
つ
い
て
」
。昭
和
二
十
頃

か
ら
今
回
の
綱
領
制
定
ま
で
の
綱
領
の
う
つ
り
変
わ
り
と
、今 

の
時
代
に
あ
わ
せ
た
言
葉
で
新
し
い
綱
領
が
制
定
さ
れ
た
事 

や
、仏
教
・浄
土
真
宗
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、わ
か
り
や
す
く
綱 

領
の
内
容
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
わ
り
の
皆
さ
ん 

か
ら
も
わ
か
り
や
す
く
良
い
お
話
で
し
た
と
感
想
を
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

 

機
会
が
あ
れ
ば
、是
非
ま
た
三
宮
先
生
か
ら
お
話
を
い
た
だ 

き
た
い
で
す
。 

 

新
潟
別
院
清
掃
奉
仕
活
動
・バ
ザ
ー
値
付
け
・ダ
ー
ナ
石
鹸
作
り 

   

報
恩
講
前  

六
月
二
十
二
日(

土)

九
時
三
十
分
～
十
二
時 

    

謝
恩
講
前  

十
月
十
九
日(

土) 

九
時
三
十
分
～
十
二
時 

仏
教
婦
人
会
連
盟
副
会
長 

元
上
組
光
福
寺 

山
本 

春
枝 

  

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
寺
院
女
性
会
連
盟
と
の
合
同
で
の
清
掃
奉
仕
と
バ

ザ
ー
値
付
け 

で
す
が
、今
年
は
報
恩
講
前
の
六
月
の
清
掃
奉
仕
の
際
、ダ
ー
ナ
石
鹸

作
り
を
行
い
ま
し
た
。 

  

い
つ
も
は
窓
拭
き
や
畳
拭
き
、外
掃
除
な
ど
を
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
で
分
担

す
る
の
で
す
が
、門
徒
推
進
員
さ
ん
か
ら
除
草
剤
の
散 

布
や
外
掃
除
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
も
あ
り
、私
を 

含
め
た
五
人
が
ダ
ー
ナ
石
鹸
作
り
を
担
当
す
る
事
と
な 

り
ま
し
た
。 

ダ
ー
ナ
石
鹸
作
り
は
初
め
て
で
し
た
が
、思 

っ
た
よ
り
は
大
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

皆
さ
ん
か
ら
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
い
た
廃
油
と
苛
性
ソ
ー 

ダ
と
い
う
薬
品
を
混
ぜ
、後
は
固
め
る
と
い
う
作
業
で
し
た
。 

 

以
前
の
役
員
さ
ん
か
ら
大
変
な
作
業
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、天
候
や
気
温
の

お
陰
か
、或
い
は
廃
油
が
比
較
的
奇
麗
な
廃
油
だ
っ
た
た
め
か
、担
当
さ
れ
た
皆
さ
ん

と
お
話
し
な
が
ら
楽
し
く
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
ダ
ー
ナ
石
鹸
作
り
を
す
る
際
は
、皆
さ
ん
も
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

※
記
事
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

〇
寺
院
女
性
会
連
盟
研
修
総
会  

    

日 

時  

六
月
十
日(

月) 

十
三
時
十
五
分
～
十
五
時
三
十
分 

    

会 

場  

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
十
七
名
） 

    

テ
ー
マ  

『
念
仏
者
の
生
き
方
』 

    

講 

師  

岩
佐 

善
静
さ
ん
（
新
潟
教
区
教
務
所
長
） 

 

〇
第
十
六
回
世
界
仏
教
婦
人
会
大
会
四
教
区
合
同
研
修
旅
行 

    

日 

時  

八
月
三
十
日(

金)

～
九
月
五
日
（
木
） 

    

会 

場  

米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
（
教
区
内
参
加
者
七
名
） 

 

〇
仏
教
婦
人
会
実
践
運
動
研
修
会 

    

日 

時  

十
月
二
十
三
日
（
水
）
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

    

会 

場  

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
二
十
五
名
） 

    

テ
ー
マ  

『
仏
事
入
門
～
法
事
に
つ
い
て
』 

    

講 

師  

伊
藤 

教
恵
さ
ん
（
勤
式
指
導
員
・巻
組
長
光
寺
住
職
） 

 
〇
報
恩
講
・謝
恩
講
バ
ザ
ー
開
催
（
担
当
組
・・・三
条
組
・地
蔵
堂
組
） 

六
月
二
十
五
日(

火)

～
二
十
七
日(

木) 

報
恩
講
バ
ザ
ー
収
益
金  

六
七
、五
一
〇
円 

十
月
二
十
三
日(

水)

～
二
十
四
日(

木) 

謝
恩
講
バ
ザ
ー
収
益
金  

二
六
、五
四
〇
円 

 

  

〇
仏
教
婦
人
会
連
盟
災
害
復
興
支
援
活
動
『
福
島
原
発
被
災
地
へ
の
支
援
米
送
付
』 

    

お
米
一
升
一
袋
（
約
一
．五
キ
ロ
）×

百
三
袋
を
福
島
県
勝
縁
寺
様
へ
送
付 
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与 

板 

組  

★
仏
教
女
性
会
総
会
・研
修
会
（
会
場
：本
願
寺
新
潟
別
院  

参
加
者
三
十
名
） 

  

日 

時  

六
月
十
五
日
（
土
） 

  

内 

容  

清
掃
奉
仕
活
動
・総
会
・研
修
会 

講 

師  

鷲
尾 

純
一
さ
ん
（
元
上
組
・託
念
寺
住
職
） 

★
仏
教
女
性
会
研
修
会
①
（
会
場
：本
願
寺
新
潟
別
院  

参
加
者
二
十
五
名
） 

  

日 

時  

九
月
二
十
九
日
（
日
） 

  

内 

容  

女
性
会
役
員
が
講
師
と
な
り
、ハ
ス
ワ
ー
ク
作
り 

 

★
仏
教
女
性
会
研
修
会
②
『
育
ち
あ
う
い
の
ち
』
（
会
場
：本
願
寺
新
潟
別
院  

参
加
者
四
十
名
） 

  

日 

時  

二
〇
二
〇
年
二
月
九
日
（
日
） 

  

テ
ー
マ  

『
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ 

〈
私
に
で
き
る
こ
と
〉
～
地
球
温
暖
化
・マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
～
』 

  

講 

師  

梅
田
久
子
さ
ん
（
新
潟
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
） 

 

長 

岡 

組  

長
岡
組
と
し
て
単
位
婦
人
会
結
成
を
目
指
し
、二
十
六
ヵ
寺
が
持
ち
回
り
で
婦
人
会
の
役 

員
選
出
を
目
指
し
て
協
議
中
。そ
の
他
、新
潟
教
区
研
修
総
会
五
名
の
参
加
、報
恩
講
前
の 

別
院
清
掃
奉
仕
活
動
に
三
名
参
加
。 

      

元 

上 

組  

★
さ
わ
や
か
講
話
会
（
協
賛
） 

  

日 

時  

六
月
二
十
二
日
（
土
） 

  

会 

場  

元
上
組
専
徳
寺 

  

テ
ー
マ  

『
坊
さ
ん
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
』 

  

講 

師  

坂
井 

祐
円
さ
ん
（
真
宗
大
谷
派
浄
厳
寺
副
住
職
） 

★
仏
教
婦
人
会
研
修
会
（
会
場
：元
上
組
善
行
寺
） 

寺
院
女
性
会
協
賛
・終
了
後
寺
院
女
性
会
総
会
開
催 

  

日 

時  

七
月
七
日
（
日
） 

  

テ
ー
マ  

『
落
語
に
仏
教
を
見
る
』 

  

講 

師  

大
岩 

裕
志
さ
ん
（
元
上
組
善
行
寺
住
職
） 

★
中
越
震
災
復
興
状
況
視
察
研
修 

  

日 

時  

九
月
三
十
日
（
月
） 

内 

容  

元
上
組
念
法
寺
参
拝
・山
古
志
地
域
視
察
・復
興
記
念
館
「
お
ら
た
る
」
見
学 

「
食
堂
や
ま
び
こ
」
に
お
い
て
情
報
交
換
及
び
懇
親
会 

★
情
報
交
換
及
び
反
省
会
（
会
場
：元
上
組
明
鏡
寺
・仏
婦
役
員
会
終
了
後
） 

  

日 

時  

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
三
月
二
十
三
日
（
月
） 

   三 

条 

組  

★
三
条
組
み
の
り
会
総
会
（
会 

場 

：燕
三
条
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
） 

日 

時  

五
月
九
日
（
木
） 

  

組
内
寺
院
坊
守
・教
区
仏
婦
役
員
が
出
席 

★
別
院
清
掃
奉
仕
・バ
ザ
ー
販
売
・御
取
越
報
恩
講
へ
の
参
拝
（
参
拝
者 

二
十
一
名
） 

  

日 

時  

六
月
二
十
二
日
（
土
） 

清
掃
奉
仕 

         

六
月
二
十
六
日
（
水
） 

バ
ザ
ー
販
売 

         

新 

潟 

組  

★
寺
院
女
性
会
総
会
・研
修
会
（
終
了
後
懇
親
会
） 

  

日 

時  

四
月
十
七
日
（
水
） 

★
新
潟
組
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
・研
修
会
（
会
場
：新
潟
組
真
称
寺  

参
加
者
四
十
五
名
） 

日 

時  

六
月
十
九
日(

水) 
講 
題  

『
文
学
の
中
の
仏
教
』 

講 

師  
若
月 

忠
信
さ
ん
（
文
芸
評
論
家
） 

★
新
潟
組
仏
教
婦
人
会
連
盟
研
修
会
（
会
場
：新
潟
組
光
林
寺  

参
加
者 

三
十
四
名
） 

日 

時  

十
一
月
二
十
六
日
（
火
） 

講 

題  

『
浄
土
真
宗
の
み
教
え
に
で
あ
う
と
は
』 

講 

師  

旭  

勲
さ
ん
（
与
板
組
常
禪
寺
住
職
・研
修
講
師
） 
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★
新
潟
組
組
内
各
委
員
会
と
の
共
催
研
修
会
（
会
場
：新
潟
組
光
林
寺
） 

  
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、中
止 

日 
時   
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
三
月
六
日
（
金
） 

  

演 

題  
 

『
ア
メ
リ
カ
仏
教
に
お
け
る
浄
土
真
宗
』
～
日
本
を
含
む
現
代
仏
教
と
し
て
モ
デ
ル
と
な
る
か
～ 

  

対
談
テ
ー
マ  
『
欧
米
で
の
浄
土
真
宗
』 

講 

師    

ケ
ネ
ス
田
中
さ
ん
（
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
・浄
土
真
宗
僧
侶
）  

ロ
ー
ベ
ッ
ク
・ア
ー
ミ
ン
さ
ん 

（
チ
ェ
ロ
奏
者
・琴
古
流
尺
八
師
範
） 

 

巻 

組  

★
仏
教
婦
人
会
研
修
会
研
修
会
（
会
場
：巻
組
安
養
寺  

参
加
者
三
十
二
名
） 

  

日 

時  

六
月
六
日
（
水
） 

  

テ
ー
マ  

『
仏
教
讃
歌
の
こ
こ
ろ
』 

  

講 

師  

伊
藤 

教
恵
さ
ん
（
巻
組
長
光
寺
住
職
） 

★
寺
院
女
性
会
第
一
回
研
修
会
（
会
場
：巻
組
源
昌
寺  
参
加
者
十
一
名
） 

  

日 

時  

七
月
三
十
日
（
火
） 

  

テ
ー
マ  

『
手
話
か
ら
学
ぶ
御
教
え
』 

  

講 

師  

鷲
尾 

純
一
さ
ん
（
元
上
組
託
念
寺
住
職
） 

★
仏
教
婦
人
会
研
修
旅
行
（
参
加
者
三
十
三
名
） 

日 

時  

十
月
七
日
（
月
） 

  

行
き
先  

『
山
形
庄
内
地
方
巡
り
の
旅
』 

★
寺
院
女
性
会
第
二
回
研
修
会
（
会
場
：巻
組
妙
光
寺  

参
加
者
九
名
） 

  

日 

時  

十
月
十
六
日
（
水
） 

  

テ
ー
マ  

『
御
法
話
聴
聞
』 

  

講 

師  

赤
沼 

誠
善
さ
ん
（
巻
組
真
浄
寺
） 

★
寺
院
女
性
会
親
睦
会
（
会
場
：丸
藤  

参
加
者
十
名
） 

 

日 

時  

十
二
月
六
日 

★
寺
院
女
性
会
総
会
（
会
場
：ニ
ュ
ー
松
葉
屋  

参
加
者
十
名
） 

   

日 

時  

二
月
十
八
日 

※
三
月
十
三
日
に
予
定
の
仏
教
婦
人
会
代
表
者
総
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

拡
大
の
影
響
を
受
け
、中
止
。 

                 

     

   

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

ご
確
認
の
上
、お
申
込
み
・ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

★
新
潟
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
研
修
総
会 

日 

時  

二
〇
二
〇
年
五
月
二
十
九
日
（
金
）
十
時
（
受
付
）
～
十
五
時 

会 

場  

本
願
寺
新
潟
別
院 

講 

師  

西
原 

祐
治
さ
ん
（
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
講
師
・東
京
教
区
西
方
寺
） 

★
寺
院
女
性
会
連
盟
と
の
合
同
清
掃
奉
仕
・バ
ザ
ー
値
付
け 

報
恩
講
前  

六
月
二
十
日
（
土
）
十
時
～ 

謝
恩
講
前  

十
月
十
七
日
（
土
）
十
時
～ 

※
二
〇
二
〇
年
度
バ
ザ
ー
担
当
組
は
与
板
組
・新
潟
組
で
す 

★
本
願
寺
新
潟
別
院
御
取
越
報
恩
講 

    

期 

日  

二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
五
日
（
木
）
～
二
十
七
日
（
土
） 

    

講 

師  

花
岡 

静
人
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・奈
良
教
区
勝
光
寺
） 

★
若
婦
人
中
央
研
修
総
会 

日 

時  

二
〇
二
十
年
七
月
四
日
（
土
）
～
五
日
（
日
） 

会 

場  

聞
法
会
館 

★
寺
院
女
性
会
連
盟
と
の
合
同
清
掃
奉
仕 

報
恩
講
前  

六
月
二
十
日
（
土
）
十
時
～ 

謝
恩
講
前  

十
月
十
七
日
（
土
）
十
時
～ 

★
仏
教
婦
人
会
連
盟
実
践
運
動
研
修
会Ⅰ

  

日 

時  

七
月
二
十
日
（
月
） 

講 
師  

鷲
尾
純
一
さ
ん
（
元
上
組
託
念
寺
住
職
） 

★
仏
教
婦
人
会
連
盟
実
践
運
動
研
修
会Ⅱ

（
地
蔵
堂
組
主
管
教
区
大
会
） 

日 

時  
九
月
二
十
七
日
（
日
） 

 各
行
事
・研
修
会
に
つ
い
て
は
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、ご
連
絡
致
し
ま
す
。 

  

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
・ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 


